
質問と回答は以下のとおりです。 2026年7月30日

質問番号 ページ 項目 質問内容 回答

1 10
第２章 特記仕様書案　【2】特記仕様書（案）　第３条（3）
計画策定のプロセス

「本事業では、後述の技術協力を通じて作成された計画
に沿って、ベトナム国ソンラ省ナムパム流域（36.2km2）
を対象に11基の砂防ダムを整備することを想定する（調
査を通じて増減の可能性あり）。」とあります。この意図と
しては、本事業では、計画土砂量に対して整備率100％
を目指すこととし、その達成のための基数増減があり得
るというものでしょうか。あるいは、想定される事業費に
応じた目標整備率とそれを達成する基数を設定し、先方
と合意するという趣旨でしょうか。

事業費に応じた基数調整を想定した文言ですが、20２６
年7月に発生した土砂災害を踏まえ、本調査業務を通じ
可能な範囲で最新の土砂量を確認し、計画土砂量に対す
る整備率を含め、工面可能な無償資金規模の範囲内で検
討・調整のうえ、先方と合意形成を行うことを想定してい
ます。

2 21 (20)免税情報の収集・整理

他案件では免税に係る合意が得られない状況下におい
て、大幅な調査工程の後ろ倒しや調査日程の変更が発生
しました。本案件につきましても2国間合意時期に応じて
柔軟に調査工程や日程をご調整いただけるという理解で
よろしいでしょうか。

調査工程の日程見直しが必要になる場合には、日越両政
府の意向や、受注コンサルタント様の都合等を踏まえ、可
能な範囲で柔軟に調整することを検討しています。
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